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　明けましておめでとうございます。
　令和４年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申
しあげます。

　令和２年１月にわが国で初めて新型コロナウイル
ス感染者が報告されてから、２年が経とうとしてい
ます。コロナ禍にあっても、今なお必死に経営努力
を続けておられる皆さまに深く敬意を表するととも
に、総合経済団体として商工会議所は、今年も一丸
となって事業者の皆さまと地域経済の発展のために
力を尽くしてまいります。

社会経済活動
　執筆時点において全国の新型コロナ感染者数は、
比較的、落ち着いた状況にありますが、さらに感染
力が強いとされるオミクロン株による今後の影響が
懸念されます。現在のわが国経済は、業種により回
復の度合いの大きく異なる「K字型回復」が特徴で、
特に人流により成り立っている飲食、宿泊、交通、
イベント、観光などの事業者は、まさに窮地に追い
込まれています。これらの業種の中小企業は、資金
繰り支援や雇用調整助成金などを最大活用し、何と
か事業と雇用を守っていますが、過剰債務と業績悪
化により、倒産・廃業の急増が懸念されます。
　当地域では、観光産業において４-９月期の観光
客数（推計値）が前年同期比8.7％増の約200万人と
なり、新型コロナウイルスの影響が色濃かった昨年
度に比べ微増だったものの、平成以降でワースト２
を記録し、依然厳しい状況が続いています。個人消

費も食料品以外は一服感が出ており、住宅着工戸数
も低水準で、総じては引き続き厳しい状況にあり、
持ち直しの動きが足踏みしている状態が続いています。
　私は北海道商工会議所連合会副会頭として、11月
に自民党などに、困窮する事業者への金融支援など
の継続と拡充や、迅速な執行を強く求める要望をし、
その後、谷口副市長や渡辺観光協会会長とともにＡ
ＮＡやＪＡＬ本社、ＪＲ東日本等に観光客誘致の要
望に行ってきました。引き続き函館商工会議所とい
たしましても、中小企業の経営を全力で下支えして
まいります。
　同時に、コロナの影響が比較的軽微な事業者や、
むしろ業績を伸ばしている事業者には、コロナ後を
見据えた業態改革に取り組むことを期待しています。

ワクチン効果を踏まえた経済活動正常化
　私は感染防止と経済活動を両立させる希望の光は、
ワクチンであると信じて活動してきました。ワクチ
ン接種の進展により、重症化の割合は確実に抑えら
れています。諸外国では、ワクチン接種の進んでい
る国ほど経済回復も早く、ＩＭＦの見通しでは、殆
どの先進国の成長率が上方修正されました。しかし、
オミクロン株のようにワクチンを接種していても感
染するブレイクスルー感染が一定数あり、ゼロコロ
ナは当分期待できません。ウィズコロナの状況が継
続することを前提に、ワクチン効果やこれまでの知
見を踏まえ、国民や事業者が将来に希望を持てる、
具体的な出口戦略、すなわち経済活動正常化のシナ
リオの策定が早急に必要です。経済活動レベルの引

久保　俊幸
函館商工会議所 会頭

年 頭 所 感
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き上げには、ワクチン接種証明や抗原検査キット等
の活用とともに、感染対策を徹底する事業者には営
業規制を緩和するなどのインセンティブ施策が有効
であり、科学的根拠に基づいたメリハリのある「攻
めの感染対策」を強力に進めていただきたいと思い
ます。
　函館商工会議所が行った職域接種については、当
初、ワクチン不足等による混乱も生じましたが、一
日でも早く、一人でも多くと考え、函館市医師会と
協働し、昨年９月から会員企業を中心に約600件、
7,000人の方々への職域接種を行いました。ワクチン
接種という社会課題克服に向けた商工会議所らしい
事業であり、少しでも自治体の接種促進の力になれ
たかと思っています。

社会経済課題の解決と成長の同時追求
　コロナ禍では様々な社会経済課題が明らかになり、
人々はこれらの課題解決の必要性に強く共感しまし
た。例えば、財政を含め強い豊かな国でなければ有
事の際に国民の命と生活を守れないこと、狙ったター
ゲットに素早く、大量に国の支援を届けるために必
要なデジタル化が遅れていること、平時の医療・検
査体制のままで有事に対応しようとして後手に回っ
たこと、重要な産業・医療物資やワクチンは有事に
は世界中で奪い合いになること、人口の大都市集中
はパンデミックなどの際にはリスク要因になること、
等がコロナ禍を通じて明らかになりました。
　また、世界はデジタル・トランスフォーメーショ
ンにより大きく変化しようとしており、さらに日本
を含め世界各地で大雨・洪水などの異常気象が頻発
する中で、地球温暖化対策の必要性も改めてクロー
ズアップされています。
　このような中、ポストコロナに向けた中小企業の
自己変革や地方創生の挑戦を後押しする商工会議所
の役割は、さらに増していると考えています。
　一つは中小企業経営や事業へのデジタル活用です。
多くの中小企業がリモートワークを実施し、その有
効性を実感しました。デジタル化は、中小企業の生
き残りをかけた自己変革の有力な手段です。本所に
おいても、デジタル活用による業態転換、ＥＣを通
じた売上拡大、クラウド会計による業務効率化など、

中小企業経営のデジタル化を強力に進めてまいりま
す。さらに本所では、地域商工業の技能振興の一環
として、簿記やＰＣなど15種類の検定試験を実施し
ていますが、コロナ禍を経て、このうち12の検定はネッ
トでの受験ができるように対応いたしました。
　次に「事業再構築、取引適正化などを通じた付加
価値の向上」です。中小企業が、環境変化に対応し
自らを変え、生き残っていくためには、事業再構築、
事業承継と再生、ビジネス変革などへの取り組みが
必要で、社内に新しいアイディアを積極的に取り入れ、
イノベーションを引き起こすことが重要です。

逆境の時こそ、力を
　近代日本資本主義の父であり、東京商工会議所初
代会頭の渋沢栄一は、関東大震災の混乱の渦中にあっ
ても「逆境のときこそ、力を尽くす」自らの信念に
よって、晩年にあってなお、わが国を立て直すべく
精力的に奔走されました。渋沢の意志を受け継ぎ、
函館商工会議所は中小企業の活力強化による地域経
済の持続的な成長の実現を目指し、青年部、女性会、
関係団体とのネットワーク力を最大限活用すること
でコロナ禍を乗り越え、新しい時代を皆様と共に切
り拓いてまいります。
　本年は２月に冬季オリンピックが中国北京で開催
されますが、様々な制約のある中で必死に努力を重
ねてこられた道産子選手には、悔いのないよう大い
に奮闘していただき、見る人に元気と勇気を与えて
くれることを願っています。また当地では、コロナ
禍で２年連続中止となった函館マラソンや港祭り、
カルチャーナイト等の各種イベントも感染対策を十
分に施した上で、地域に活気を取り戻し皆さんに喜
んでいただける形で開催できればと考えています。
　また、2022年は私の会頭としての２期目を締めく
くる年でもありますので、マスクをした生活は今後
も暫く続きますが、マスクの下では皆が笑顔でいら
れるような明るい年にできるよう活動を展開してま
いります。
　結びになりますが、本年が皆様とご家族にとって
実り多く、健やかな一年となりますよう祈念いたし
まして、ご挨拶といたします。
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　皆様、新年あけましておめでとうございます。本
号では、新春特集として、正副会頭の皆様に、一問
一答形式でインタビューいたしました。新型コロナ
ウイルス感染症により、目まぐるしく変化する時代
において、ポストコロナに向けての課題と今後の展
望についてお話しいただきました。

新春特集

会　頭　久保　俊幸
函館環境衛生㈱　代表取締役会長
～主な会議所活動～
日本商工会議所　常議員
北海道商工会議所連合会　副会頭
函館市自衛隊協力会　会長
（公財）日本関税協会函館支部　支部長
在函館ラオス人民民主共和国　名誉領事　等

副会頭 村瀬　　充
㈱村瀬鉄工所　代表取締役社長
～主な会議所活動～
日本商工会議所　ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット活用専門委員会　委員
担当部会：工業、農水産
担当委員会：産学官連携促進
函館経営者協会　会長　等

副会頭　境　　勝則
㈱トーショウビルサービス　代表取締役社長
～主な会議所活動～
担当部会：商業
担当委員会：高速交通体系促進、中心市街地活性化
道南縄文文化推進協議会　会長
函館マラソン大会協賛会　会長　等

副会頭　中野　　恒
五稜郭タワー㈱　代表取締役社長
～主な会議所活動～
日本商工会議所　観光・インバウンド専門委員会　委員
担当部会：建設・土木、観光・飲食・サービス
担当委員会：国際化促進、津軽海峡圏
道南台湾観光友好協会　会長　等

令和４年の始まりにあたり正副会頭に訊いてみた！

ポストコロナに向けての課題と今後の展望について

質問項目
①昨年１年間を振り返っていかがでしたか？
②ポストコロナに向けての課題と今後の展望は？
③今年の抱負
④今年の目標を漢字１文字で表すと？

境副会頭 久保会頭 村瀬副会頭中野副会頭
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【久保会頭】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地域経済が大きな打
撃を受けている中、経済活動正常化に向け、函館市医師会の協力
のもと、１日でも早く、１人でも多くという考えにもとづきワク
チン職域接種を実施しました。また、北海道商工会議所連合会副
会頭として、関係機関に対して、困窮する事業者への金融支援な
どの継続と拡充や迅速な執行を強く陳情・要望する活動へ特に力
を入れました。コロナ禍でスタートした１年であり、思うように
予定した活動ができず、新型コロナウイルス感染症対策に追われ
た１年でありましたが、時間の許す限り会議所に出向き、職員の
顔を見ながら、これらの活動ができたことをとても印象深く感じ
ています。

【境副会頭】
　昨年７月に「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産（世
界文化遺産）に登録決定され、「世界の宝」として価値が認め
られたことを大変誇りに思います。私は、道南縄文文化推進
協議会の会長として、前会長である久保会頭の意思を受け継
ぎ、これまで、道南縄文大使の任命、駅や空港等での中空土
偶パネル設置、地元大学生とコラボした横断幕の掲出など、
地域の機運醸成を高める活動に注力してきたので、登録決定
の瞬間は感慨もひとしおでした。登録後は、その効果がより
広く波及するよう、営業車両などに貼付できる協議会オリジ
ナルステッカーを作成・販売するなど“世界遺産のある街函館”
をＰＲする活動に努めています。

【村瀬副会頭】
　コロナ禍により、環境変化に対応するため多くの企業がリモート
ワークを実施するなど、その有効性を実感し、デジタル化はコロナ
を乗り越えていくために有効な手段であると感じた１年であったの
ではないでしょうか。私は、日本商工会議所の専門委員会である「Ｉ
ｏＴ・ＡＩ・ロボット活用専門委員会」の委員として、最新技術の
活用促進などを通じて、中小企業におけるＤＸ化を進めるための調
査・研究・意見活動を行う会議に参加させていただきました。会議
では、デジタル化支援の取組事例などの様々な意見を聞き、課題を
認識・共有できたことは、今後のデジタル技術を活用した生産性向
上の取り組みに向けて成果があったと感じています。

【中野副会頭】
　これまで、青森商工会議所と連携し、継続開催してきた
青函両地域での販路開拓や連携を会員企業に促す「青函パー
トナーシップ構築懇談会」が新型コロナウイルス感染症の
影響により、中止となっている中で、同懇談会に代わり「青
函オンラインマッチング」を開催いたしました。同事業は、
青函両地域の企業が持つ独自技術・独自製品のプレゼンテー
ション動画を特設ホームページで公開し全国へ発信、それ
らのシーズと結びつくニーズを発掘し、ビジネスチャンス
の拡大を図る取り組みであり、初めての試みとなりました
が、コロナ禍に対応した新たなビジネスマッチングの在り
方として、可能性を感じる事業となりました。今後は、青

森・函館の企業が持つ優れた資源・アイデアを活用し、企業同士がタッグを組むことで両地域の活力強化につながり、
ひいては、１つの「経済交流圏」形成に向けてより一層寄与できればと考えています。

①昨年１年間を振り返っていかがでしたか？

▲陳情・要望活動の様子

▲世界遺産登録決定祝賀セレモニーの様子

▲「青函オンラインマッチング」オープニングセレモニーの様子
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【久保会頭】
　コロナ禍により、様々な社会経済課題が明らかになりました。
その中でも、一極集中のリスクが顕在化し、労働者の郊外移住
や二拠点居住、また企業の地方分散化などの動きが顕在化して
きています。とりわけ、都市圏から地方への人材の移動は地域
の活力強化に繋がるだけではなく当市の抱える課題である人口
減少や少子高齢化を解決する大きな契機にもなります。この流
れを地方創生の加速化につなげていかなければなりません。会
議所も函館市をはじめとした関係機関と連携し、これらの動き
に乗り遅れることなく、取り組んでいきたいと考えております。

【境副会頭】
　コロナ禍で２年連続中止となっている函館マラソンが、今年
は７月３日に開催することが決まりました。ワクチン接種が進
展したこれからは、各種イベントも感染対策を施した上で開催
し、地域に活気を取り戻していければと考えております。ま
た、世界遺産に登録された縄文遺跡群についても、この登録を
ゴールではなく、新たなスタートとして捉え、ポストコロナ
を見据えた感染拡大防止と社会経済活動を両立させる象徴的な
ターゲットに位置づけ、その効果が広く波及するよう縄文世界
遺産センターの誘致活動などを積極的に行っていきたいと思い
ます。

【村瀬副会頭】
　昨年９月にはデジタル庁が発足され、中小企業のＤＸ化がよ
り推し進められることが期待されます。コロナ禍で加速したこ
の流れを中小企業全体へと波及させていけるような活動に取り
組んで参りたいと思います。また、最近は、感染状況が落ち着
きを見せ、消費需要の高まりを受け、原材料等の仕入れ値が上
昇し、経費が増加している中で、製造業を中心に、中小企業が
製品に値上げ転嫁できない問題が生じているため、適正な取引
価格の実現を目指して、日本商工会議所が提唱する「パートナー
シップ構築宣言」等の普及促進を図り、企業の付加価値向上に
寄与していければと考えております。

【中野副会頭】
　コロナ禍において、今般のようなオンラインマッチングを行
うなど、この逆境をビジネスチャンスとして捉え、青函連携の
要である「人・もの・情報」の往来を途絶えることなく継続す
るために、新しい形式による連携事業を推し進めていければと
考えております。また一方で、オンラインによる情報交換の難
しさを感じた部分があったので、感染状況に応じて、リアルと
オンラインを使い分け、交流事業を継続し、さらには、促進し
ていきたいと思います。また、観光面では、徐々に回復の兆し
も見え始めていますので、今後は国の「ＧｏＴｏトラベル」、
道の「どうみん割」、市の「はこだて割」など旅行助成施策が
追い風となることを期待するとともに、賑わいを取り戻すべく
地域全体の課題として取り組んでいきたいと考えております。

②ポストコロナに向けての課題と今後の展望は？
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【久保会頭】
　今年は、会頭として２期目の締めくくりの１年間となるため、コロナ禍により制限された２年間の活動を取り戻
すために十分な感染対策を施しながら、経済再生に導いていけるような取り組みに軸足を移して明るい未来を創造
していければと考えています。個人的には、昨年暮れに曾孫が生まれましたので、まずは健康に留意して過ごし、
コロナウイルスが収息したら、海外旅行にも行ければと思っています。趣味の「蘭の栽培」も手を抜かず、１年間しっ
かりと愛情をこめて育て、立派な花を咲かせられたらと思います。

【境副会頭】
　昨年は、地域の経済団体として経済活動に対する様々な支援策を考えておりましたが、コロナ禍により、それを
行動に移せなかったということが心残りでした。今年こそは、具体的な活動ができるような一年になればと思います。
また、趣味の釣りやゴルフに精を出し、プライベートも充実できればと思います。

【村瀬副会頭】
　ＤＸ化やデジタル化の活用促進による中小企業の生産性向上に取り組んでいきたいと考えております。中でも、
ＩＴ人材の不足が障壁となっていると感じておりますので、伴走型の経営相談体制強化を通じて、人材育成支援を
していければと考えております。個人面では、出張も減ってしまい、最近はあまり体も動かせていないので、少し
健康のことを考えて、運動にも取り組み、体を鍛えていきたいです。兎にも角にも、体力をつけて健康に気をつけ
て過ごしたいと思います。

【中野副会頭】
　今年は、青函連携をはじめとしたコロナ禍で途絶えてしまっている対面形式による様々な交流事業が、ぜひとも
再開出来ればと思っています。プライべートでは、趣味の「鮎釣り」が、ここ数年、北海道内で釣る機会が多かっ
たので、今年は道外まで足を運ぶことができればと思います。

③今年の抱負

④今年の目標を漢字１文字で表すと？
【久保会頭】

「希
き

」
　今年は、新型コロナウイル
ス感染症に打ち勝ち、収息し、
経済が立ち直り、みんなが幸
せに暮らせるような「希望」
に満ちた１年になることを
願って活動していきたいと思
います。

【村瀬副会頭】

「化
か

」
仏教用語では「教え、導く

こと」という意味があるよう
に、ＤＸ化、デジタル化等を
促進して、会議所としても、
中小企業が社会環境の「変化」
に対応していくため、導くよ
うな支援活動をしていきたい
と思います。

【中野副会頭】

「動
どう

」
今年は、経済・人流・お金

が、活発に「動く」ことにより、
地域経済が活性化していくよ
うな１年となるように期待を
込めて、精力的に活動してい
きたいと思います。

【境副会頭】

「新
しん

」
　今年は、新型コロナウイルス
感染症が収息することを願い、
コロナ後の「新たな」１年と
なってほしいと期待を込めて、
会議所活動・仕事・プライベー
トでも「新たな」気持ちで取
り組みたい。特に、プライベー
トでは「新たな」ことに挑戦
していきたいと思います。
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藤
組

代
表
取
締
役

福

西

秀

和

石
川
町
一
六
九
|
七

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
営
業
所
長

藤

田

誠

一

本
町
八
|
一
八

ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
五
稜
郭
ビ
ル
4
階

道
南
う
み
街
信
用
金
庫

理
事
長藤

谷

直

久

上
新
川
町
一
|
二
五

株
式
会
社
ホ
リ
カ
ワ

代
表
取
締
役

堀

川

昭

雄

北
斗
市
追
分
三
|
三
|
一
〇

株
式
会
社
大
協
防
災

代
表
取
締
役

松　

川　
　
　

仁

東
山
三
|
一
|
一
八

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
南
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

松

本

榮

一

鍛
治
二
|
三
八
|
七

株
式
会
社
北
海
道
新
聞
社
函
館
支
社

支
社
長三

浦

辰

治

五
稜
郭
町
三
一
|
三

山
三
伊
藤
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮　

﨑　
　
　

昌

豊
川
町
六
|
九

東
栄
株
式
会
社

取
締
役
会
長

棟

方

次

郎

西
桔
梗
町
五
八
九
|
一
〇
七
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村
山
ギ
ソ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

村

上

岩

夫

入
舟
町
一
|
七

株
式
会
社
村
瀬
鉄
工
所

代
表
取
締
役

村

瀬

　

充

昭
和
一
|
三
四
|
一

函
館
バ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

森　
　
　

健　

二

高
盛
町
一
〇
|
一

株
式
会
社
森
川
組

代
表
取
締
役
社
長

森

川

基

嗣

海
岸
町
九
|
二
三

株
式
会
社
北
海
道
銀
行
函
館
支
店

常
務
執
行
役
員

函
館
支
店
長

森

山

正

徳

本
町
七
|
一
八

佐
藤
電
気
工
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

八　

尾　

貴
久
男

富
岡
町
一
|
三
九
|
五

函
館
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

八　

島　
　
　

聡

高
松
町
五
一
一

函
館
空
港
内

株
式
会
社
魚
長
食
品

代
表
取
締
役

柳

沢

政

人

豊
川
町
一
二
|
一
二

株
式
会
社
ジ
ャ
ッ
ク
ス
函
館
支
店

支
店
長山　

内　
　
　

敦

若
松
町
二
|
五

明
治
安
田
生
命
函
館
ビ
ル
５
階

株
式
会
社
北
洋
銀
行
函
館
中
央
支
店
兼
末
広
町
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長

山　

田　
　
　

明

若
松
町
一
五
|
七
|
一
一

函
館
商
工
信
用
組
合

理
事
長山

本

富

靖

千
歳
町
九
|
六

有
限
会
社
吉
田
メ
デ
ィ
カ
ル

代
表
取
締
役
社
長

吉

田

　

元

東
雲
町
六
|
一

金
森
商
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡

邉

政

久

末
広
町
一
四
|
一
二

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
函
館
支
店

支
店
長渡

辺

　

強

五
稜
郭
町
三
三
|
一

五
稜
郭
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
１
階

株
式
会
社
は
こ
だ
て
テ
ィ
ー
エ
ム
オ
ー

代
表
取
締
役
社
長

渡

辺

良

三

若
松
町
一
八
|
一
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す
。
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㈱はこだて西部まちづくＲｅ－Ｄｅｓｉｇｎ
　当社は、令和３年７月、函館市西部地区の再整備事業を
推進していくために、函館市、函館商工会議所及び地元企
業８社と政府系ファンドである「地域経済活性化支援機構」
が「観光遺産産業化ファンド」が出資して設立された、函
館市西部地区のまちづくりを主体となって進めていく会社
です。
　事業概要は、「函館西部地区から、みらいを創る」を基本
理念に掲げ、函館西部地区エリア低未利用不動産の利活用
事業というハード事業と併せ、まちづくり支援事業、西部
地区発信事業、地域若手起業支援事業といったソフト事業
を合わせて行いながら、同エリアのリニューアル・価値向
上を進め、エリアの面的活性化を推進していきます。

３つのミッションと４つの価値観
　「函館ブランド」の価値源泉の中心は西部地区であり、西
部地区のブランド価値は、どこか1か所を目的地としている
のではなく、歴史・街並み・景観・食・夜景などの「地域の人々
が営むライフスタイル」に依拠しています。このことから、
西部地区ブランドの未来の担い手となり、それを昇華させ、
継承する「将来世代を西部地区に居住誘導すること」が函
館西部地区再整備事業の目的であります。「この町に今ある
ものを活かした、新しい『函館（西部地区）ブランド』の

Ｒｅ－Ｄｅｓｉｇｎ」が、当社のやるべきことであるとい
う指針に基づき、以下の3つのミッションを掲げています。

3つのミッション
・ 函館西部地区での暮らしや営みを大切に、ここにしかな
い歴史や文化を活かしたまちづくりを推進します。

・ 函館西部地区内外の人々の共創を通じ、地域課題を解決
する事業に取り組み、未来に向けた新たなまちの価値を
デザインします。

・志ある人の想いに共感し、挑戦する機会を創出します。

　また、このミッションの達成に向け、以下の4つの価値観
を大切にして事業運営に努めております。

4つの価値観
・ 函館西部地区での暮らしや営み、歴史や文化と真摯に向
き合うこと。

・ 地域の課題が何かを常に考え続け、解決に向けて行動す
ること。

・ 多角的かつ広い視野で発想し、細部にこだわりながら挑
戦し、やり抜くこと。

・ 持続可能かつ中長期的な視点でのまちづくりを志向する
こと。

ロゴマーク「ＨＷｅＲ」に込めた思い
　社名の「はこだて西部まちづくＲｅ－Ｄｅｓｉｇｎ」は、通称
「ＨＷｅＲ」（えいちうぃーあーる）と呼んでいます。これは、
社名の英語表記である「“Ｈ”ａｋｏｄａｔｅ “Ｗｅ”ｓｔ ａｒｅａ “Ｒ”
ｅ－Ｄｅｓｉｇｎ」の頭文字から名付けており、「函館西部地区
を創ってきた先人、そして今ここに暮らす人々（“Ｈ”ｕｍ
ａｎ）の想いを大切にしながら、函館西部地区内外の皆様
とともに（“Ｗｅ”）この町の新たな未来を再び創っていく
（“Ｒ”ｅ―Ｄｅｓｉｇｎ）事を目指します。」という思いを込め
ています。ぜひ、未来志向の西部地区のまちづくりを皆様
と一緒に進めていければと思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

住　所：函館市元町14‒１（国際交流施設１Ｆ）
ＴＥＬ：080‒3725‒8842
※外勤等で留守の場合もあるため、お越しの際は
お電話いただけますようお願い申し上げます。
時　間：９：00～17：00
Ｈ　Ｐ：https://h-we-r.com/hwer/

㈱はこだて西部まちづくＲｅ－Ｄｅｓｉｇｎ

テーマ 函館西部地区から、みら
いを創る

㈱はこだて西部まちづくＲｅ
―Ｄｅｓｉｇｎ

代表取締役社長　北山　拓

NOW会員
Vol.94

▲通称「ＨＷｅＲ」のロゴマーク

▲利活用を予定している「旧北海道庁函館支庁庁舎」と
悪天候のため開催中止となった「大町湯気市」のポスター
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